
第14号 第14号令和元年7月8日 令和元年7月8日石川県立小松工業高等学校　同窓会 関西支部　関西同窓会だより 石川県立小松工業高等学校　同窓会 関西支部　関西同窓会だより

第14号
令和元年（2019年）7月８日
発行責任者：黒田幸夫関西支部長

1 6

平成30年度 小松工業高校同窓会 総会・懇親会
最後列左から　大谷幹事　高木幹事　須谷顧問　向井副支部長　沢田白山能美支部長　長谷川北國新聞社大阪支社報道部長
二列目左から　亀田さん　中出相談役　村田さん　上田さん（中京支部）　金子教頭　杉山高知工業同窓会大阪支部事務局長　西田幹事　宮下監事
前列左から　　石川関東支部長　村先同窓会顧問　黒田関西支部長　山崎同窓会副会長　林校長　大崎高知工業同窓会大阪支部副会長　藪中京支部長

平
成
三
十
年
総
会
を
開
催

関
西
支
部
の
総
会
が
十
月

二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
例
年
通
り
大
阪
第
一

ホ
テ
ル
で
午
前
十
一
時
三
十
分

か
ら
総
会
・
懇
親
会
を
、
二
次

会
を
十
六
時
三
十
分
ま
で
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢

二
十
二
名
で
母
校
の
林
校
長
先

生
初
め
同
窓
会
幹
部
（
宮
川
会

長
は
市
議
会
議
長
の
公
務
多
忙

で
欠
席
）
高
知
工
業
同
窓
会
大

阪
支
部
（
鯨
工
会
）
大
崎
副
会

長
、
杉
山
事
務
局
長
、
永
下
石

川
県
大
阪
事
務
所
長
、
長
谷
川

北
國
新
聞
社
大
阪
支
社
報
道
部

長
、
藪
中
京
支
部
長
、
石
川
関

東
支
部
長
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ

で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
無
事

終
了
し
た
。
関
西
支
部
の
恒
例

行
事
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
本
年
初

め
て
母
校
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

林
校
長
先
生
の
ご
厚
意
で
お
借

り
し
、
県
事
務
所
か
ら
借
用
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
視
聴
し
全

員
が
後
輩
の
活
躍
に
拍
手
し
た
。

冒
頭
、
支
部
長
か
ら
本
年
は

一
月
、
二
月
の
北
陸
地
方
の
大

雪
、
関
西
で
は
台
風
二
十
一
号
、

二
十
四
号
の
被
害
、
震
度
六
弱

の
大
阪
北
部
地
震
被
害
、
災
害

並
み
の
猛
暑
等
、
自
然
災
害
や

気
候
異
常
の
厳
し
い
一
年
で
あ

っ
た
が
、
無
事
に
総
会
を
開
催

出
来
喜
ん
で
い
る
と
挨
拶
が
あ

り
、
支
部
活
動
の
幹
事
会
や
本

部
総
会
の
報
告
、
支
部
会
員
動

向
等
を
報
告
、
本
部
山
崎
副
会

長
か
ら
は
来
年
の
創
立
八
十
年

記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
た
募

金
活
動
へ
の
積
極
的
な
協
力
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

2019年度 関西支部同窓会 総会･懇親会開催予定
日　時

会　場

１0月26日（土）１１：００　受付開始

関西支部同窓会 総会「思い出の写真」　その13

JR大阪駅前「大阪マルビル 大阪第一ホテル」6階宴会場

総会・懇親会 １１：３０～１４：３０　懇親会終了後二次会（９０分）を予定
開催時間はお昼ですので、ご注意ください。

（例年と同じ会場です）　電話　０６－６３４１－４４１１（代表）

これまで開催の関西支部総会の写真から紹介します。 懐かしい方々のお顔を見つけてください。 
今後も会報で順次掲載する予定ですので、懐かしい写真をお持ちの方は支部長まで送ってください。 写真はコピーを取らせていただき返却いたします。

平成28年11月5日（土）
大阪マルビル
大阪第一ホテル

平成29年11月29日（土）
大阪マルビル
大阪第一ホテル
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山
崎
同
窓
会
副
会
長

宮
川
同
窓
会
会
長
は
市
議
会

議
長
の
業
務
多
忙
で
欠
席
と
な

り
ま
し
た
。

八
十
周
年
記
念
事
業
の
募
金

会
長
は
大
変
な
仕
事
で
固
定
費

を
見
直
し
、
足
を
使
っ
て
集
め

る
事
が
重
要
で
加
賀
支
部
か
ら

川
上
に
向
か
っ
て
会
員
宅
を
一

軒
一
軒
訪
問
し
、
協
力
を
依
頼

中
。
目
標
以
上
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
尚
一
層
の
募
金
へ
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。

石
川
県
永
下
事
務
所
長

四
月
に
新
し
く
県
事
務
所
長
と

し
て
赴
任
し
、
一
人
暮
ら
し
の

自
炊
生
活
に
も
慣
れ
て
来
ま
し

た
。
今
後
も
一
層
の
協
力
関
係

で
大
阪
で
石
川
県
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
行
き
た
い
。

林
校
長
先
生

常
日
頃
の
小
松
工
業
高
校
へ

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
母
校
の
生

徒
も
文
武
両
面
で
全
国
大
会
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

八
十
周
年
ま
で
一
年
を
切
り

ま
し
た
。
記
念
事
業
の
成
功
に

向
け
て
同
窓
会
の
皆
様
と
協
力

し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。　

（
母
校
教
職
員
は
県
内
の
企
業

先
へ
の
募
金
活
動
に
尽
力
）

大
崎
高
知
工
業
同
窓
会

大
阪
支
部
副
会
長

総
会
開
催
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
堀
田
会
長
が

都
合
で
欠
席
し
ま
す
が
、
宜
し

く
伝
え
て
と
伝
言
を
預
か
り
ま

し
た
。

本
年
は
台
風
、
地
震
が
多
か

っ
た
。
寝
屋
川
地
区
も
大
き
な

揺
れ
が
あ
っ
た
。
台
風
と
の
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
で
、
家
の
近
く
の

大
木
が
多
く
倒
れ
て
お
り
被
害

も
多
か
っ
た
。
輪
島
関
が
亡
く

な
ら
れ
た
事
も
残
念
だ
っ
た
。

明
治
維
新
か
ら
百
五
十
年
、
高

知
で
も
色
々
な
催
し
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
両
校
の

友
好
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

計 12名

計 10 名

合計 22 名

平成 30 年度 小松工業高校同窓会 関西支部総会・懇親会 出席者名簿（敬称略）

ご　来　賓 関　西　支　部氏　名 氏　名卒　年 卒　年
石川県大阪事務所 所長
北國新聞社大阪支社 報道部長　
小松工業高等学校 校長
小松工業高等学校 教頭
高知工業高等学校同窓会大阪支部副会長
高知工業高等学校同窓会大阪支部事務局長
小松工業高等学校同窓会副会長
小松工業高等学校同窓会顧問
小松工業高等学校同窓会白山能美支部長
小松工業高等学校中京支部長
小松工業高等学校中京支部会員
小松工業高等学校関東支部長

相談役
顧問（元支部長）

監事（前支部長）

支部長
副支部長兼会計

幹事
幹事
幹事

水下 和博
長谷川 文秀
林 純一郎
金子 伸二
大崎 久光
杉山 康弘
山崎 秀雄
村先 憲之
沢田 貞
藪 卓二
上田 和彦
石川 隆治

中出 良太
須谷 修治
村田 辰三
宮下 章宏
亀田 浩
黒田 幸夫
向井 均
大谷 孝幸
西田 和雄
高木 浩司

——
——
——
——
——
——

Ｓ４４年建築
Ｓ４１年電気
Ｓ４６年建築
Ｓ４６年機械
Ｓ３９年建築
Ｓ３９年機械

Ｓ２４年機械
Ｓ３４年電気
Ｓ３４年紡績
Ｓ３５年機械
Ｓ３５年機械
Ｓ４０年電気
Ｓ４０年機械
Ｓ４０年電気
H１年機械
H5年繊維工学

ご
来
賓
の
あ
い
さ
つ

関
西
地
区
へ
就
職
・
進
学
の

新
卒
者
説
明
会
開
催
さ
れ
る

関
西
支
部
長
　
黒
田
幸
夫

就
職
す
る
新
卒 

者
対
象
に
中

京
支
部
と
合
同
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
関
東
支
部
は
都

合
に
よ
り
欠
席
。

本
年
は
昨
年
の
様

な
雪
も
無
く
、
穏

や
か
な
日
和
で
予

定
通
り
開
催
出
来

ま
し
た
。

（
二
十
六
日
は

朝
か
ら
五
セ
ン
チ

の
積
雪
で
し
た
。）

金
子
教
頭
先
生

か
ら
各
地
域
の
同

総
会
の
活
動
紹
介

や
何
か
あ
っ
た
場

合
は
支
部
を
頼
る
、

人
脈
を
頼
る
、
困

り
事
が
あ
れ
ば
相

談
す
る
事
も
出
来

る
の
で
是
非
同
窓

会
に
入
会
す
る
様
に
と
話
を
頂

い
た
。
そ
の
後
宮
川
同
窓
会
長

か
ら
、
卒
業
と
同
時
に
同
窓
会

会
員
に
な
る
小
松
を
離
れ
る
と

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
が
窓
口
に
な

る
。
積
極
的
に
総
会
な
ど
へ
の

参
加
を
と
お
話
し
頂
い
た
。

そ
の
後
、
支
部
ご
と
に
分
か

れ
支
部
の
実
情
と
積
極
的
に
支

部
総
会
な
ど
へ
の
参
加
を
お
願

い
し
た
。
今
回
は
支
部
役
員
の

若
手
代
表
で
高
木
幹
事
に
も
参

加
頂
き
支
部
活
動
に
付
い
て

「
人
脈
を
利
用
で
き
る
」「
コ
ネ

を
使
え
る
」
な
ど
の
紹
介
を
頂

い
た
。
又
岩
田
教
諭
か
ら
し
っ

か
り
志
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
、
そ
の
為
に
同
窓
会

と
し
て
支
援
い
た
だ
け
る
、
何

か
あ
れ
ば
相
談
す
る
様
に
と
卒

業
生
に
激
励
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

一
月
二
十
五
日
午
後
三
時
半

か
ら
母
校
同
窓
会
館
で
本
年
の

卒
業
者
で
関
西
地
区
に
進
学
、

◎住所変更の場合は、速やかに連絡をお願い
住所変更・電話番号変更の場合は、支部名簿管理担当へ連絡して下さい。受けた連絡は、業

者委託名簿も更新するように手配します。一旦、宛先不明になりますと以降の案内 ･ 同窓会た
よりなどは送れなくなります。毎回の連絡で六～十名は宛先不明として戻ってきます。

◎会報への寄稿とご意見のお願い
今後の会報に掲載する寄稿文をお願いします。「学校の思い出」「趣味紹介」など同窓会の皆

様にお伝えするメッセージを、発表してください。文字数の制限はしませんが八〇〇字程度で、
写真も一緒にお願いします。但し、会報では白黒印刷になります。会報への忌憚のないご意見
をお願いします。内容への感想、間違い指摘、会報発行方法など気づいたことがあればどんな
ことでも意見をお寄せください。但し、個人への中傷誹謗に類する言葉は受付ません。

◎送り先は下記いずれかの方法でお願いします。
①郵送：〒５７３―００１２　枚方市松丘町１５−１５　黒田幸夫
② 電話：０７２―８４９―２５５３　③ Ｅメール：kurodata@paw.hi-ho.ne.jp　
同窓会ホームページは内容も充実し、小松工業高校ホームページともリンクしています。
小松工業高校同窓会ホームページ http://kth-dousoukai.net/

志賀君 小橋君 安井君 西谷君 住本君

宮川同窓会長

川上さん田中君北村君
松本君

黒田支部長
高木幹事
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母
校
紹
介

石
川
県
立
小
松
工
業
高
等
学
校

教
頭
　
金
子
伸
二

平
成
30
年
度
の
卒
業
生
230
名

の
進
路
内
訳
は
就
職
182
名
（
県

内
企
業
162
名
、
県
外
企
業
11
名
、

公
務
員
９
名
）
と
進
学
48
名

（
大
学
20
名
、
短
大
２
名
、
専

門
学
校
等
26
名
）
で
す
。
近
年

の
好
景
気
に
よ
り
求
人
数
は

１
２
４
６
名
で
あ
り
求
人
倍
率

6.9
倍
の
売
り
手
市
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
就
職
希
望
者
の
多
く

は
地
元
志
向
が
強
く
、
県
外
就

職
は
11
名
（
関
西
地
区
６
名
、

中
京
地
区
４
名
、
関
東
地
区
１

名
）
に
留
ま
り
、
関
西
支
部
の

同
窓
生
の
方
々
は
じ
め
県
外
支

部
の
同
窓
会
の
皆
様
に
は
後
輩

が
な
か
な
か
増
え
ず
ご
苦
労
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反

面
、
例
年
就
職
希
望
者
の
80
％

関
西
支
部
元
支
部
長
の
中
出

さ
ん
が
、『
開
運
な
ん
で
も
鑑

定
団
』（
テ
レ
ビ
東
京
系
）
に

出
演
さ
れ
、
三
十
年
十
月
三
十

日
（
火
）
に
放
送
さ
れ
た
。

中
出
さ
ん
の
お
宝
は
、
五
十

年
前
に
大
阪
の
骨
董
屋
か
ら
購

入
さ
れ
た
「
西
郷
隆
盛
の
書
」。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

ま
ず
、
中
出
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
た
。
昭

和
六
年
に
石
川
県
能
美
市
生
ま

れ
、（
小
松
工
業
第
二
本
科
機

械
科
二
十
四
年
卒
、
翌
年
総
合

制
小
松
高
校
機
械
科
を
卒
業
）

二
十
七
年
小
松
製
作
所
大
阪
工

場
に
臨
時
工
入
社
し
設
計
配

属
、
働
き
な
が
ら
大
阪
工
業
大

学
夜
間
部
を
卒
業
、
三
十
二
年

小
松
製
作
所
を
退
社
。
中
企
業

に
入
社
、
四
十
三
年
プ
ラ
ン
ト

機
械
設
計
、
製
作
、
請
負
工
事

を
七
十
歳
頃
ま
で
。
こ
の
間
骨

董
、
絵
画
、
美
術
に
興
味
を
抱

を
超
え
る
生
徒
が
南
加
賀
地
区

の
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
か
ら
、

本
校
は
地
元
に
密
着
し
、
地
元

企
業
を
支
え
る
高
校
と
し
て
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

工
業
人
の
育
成
を
目
指
し
、

工
業
部
で
は
も
の
づ
く
り
の
甲

子
園
と
呼
ば
れ
る
「
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
石
川
県
大
会
の
６

部
門
（
旋
盤
、
電
気
工
事
、
電

子
回
路
、
木
材
加
工
、
測
量
、

化
学
分
析
）
の
の
う
ち
５
部
門

に
お
い
て
優
勝
し
北
信
越
大
会

に
進
出
し
ま
し
た
。
唯
一
北
信

越
大
会
に
出
場
で
き
な
か
っ
た

測
量
部
門
は
、
石
川
県
高
等
学

校
測
量
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
優
勝
し
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

き
、
関
西
各
美
術
館
の
イ
ベ
ン

ト
を
見
学
し
て
見
分
を
広
め
た
。

二
十
五
歳
の
時
に
十
二
指
腸

潰
瘍
を
患
う
。
入
院
中
に
〝
愛

子
さ
ん
〟
に
出
会
い
一
目
ぼ
れ

で
結
婚
、
二
人
の
子
ど
も
に
恵

ま
れ
た
。
奥
さ
ん
は
看
護
師
で

定
年
後
七
十
歳
ま
で
勤
め
、
退

職
金
の
百
万
円
を
勤
め
て
い
た

病
院
に
寄
付
さ
れ
た
。〝
そ
ん

な
奥
さ
ん
〟
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

可
愛
か
っ
た
！　

番
組
の
中
で

は
〝
奥
さ
ん
と
の
お
の
ろ
け
話

し
と
若
さ
〟
を
大
い
に
発
揮
さ

れ
た
。
当
年
八
十
八
歳
で
す
。

【
鑑
定
へ
の
申
告
】

中
出
さ
ん
は
、
お
宝
を
当
時

四
万
五
千
円
で
購
入
、
今
回

百
七
十
万
円
の
評
価
だ
と
自
信

満
々
！
即
売
却
し
て
、
こ
の
資

金
で
〝
再
婚
〟
し
た
い
！
こ
れ

か
ら
の
人
生
や
！
と
。

【
鑑
定
結
果
】

こ
れ
は
偽
物
で
す
ね
。
鑑
定

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
旋
盤
部

門
に
お
い
て
日
本
一
の
栄
冠
を

掴
ん
で
い
ま
す
。

運
動
部
で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

部
、
陸
上
部
、
少
林
寺
拳
法
部
、

弓
道
部
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
の
６

競
技
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
の
全

国
大
会
に
出
場
し
、
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
53
㎏
級
で

全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

文
化
部
で
は
吹
奏
楽
部
が
全
国

総
文
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

現
代
は
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す

る
技
術
の
進
化
が
速
く
、
未
来

の
見
え
な
い
時
代
で
あ
り
、
習

っ
た
通
り
に
動
け
だ
け
で
は
不

十
分
で
、
自
ら
考
え
答
え
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

結
果
は
壱
万
五
千
円
で
す
。
中

出
さ
ん
「
こ
れ
、
ど
ん
な
ん
で

壱
万
五
千
円
な
ん
や
？
」
と
小

松
弁
で
反
論
！
書
は
『
望
之
眞

萬
』（
右
か
ら
読
み
）
と
書
か

れ
て
い
る
が
、
西
郷
隆
盛
の
書

で
は
な
く
残
念
な
が
ら
偽
物
で

す
ね
！
と
の
こ
と
。

関
東
支
部
か
ら
応
援
出
演
を

し
て
頂
き
、
そ
の
お
顔
が
テ
レ

ビ
に
ア
ッ
プ
で
映
し
出
さ
れ
た
。

ご
高
齢
に
し
て
は
、
テ
レ
ビ
慣

れ
し
て
い
る
と
云
わ
ん
ば
か
り

に
堂
々
と
し
て
、
そ
し
て
と
て

も
お
元
気
で
出
演
さ
れ
て
い
た
。

（
執
責
：
関
西
支
部 

須
谷 

修
治
）

本
校
で
は
昨
年
度
か
ら
金
沢

工
業
大
学
と
連
携
し
問
題
発

見
・
解
決
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

学
習
は
、
日
常
の
生
活
の
中
か

ら
不
便
や
問
題
点
に
気
づ
き
、

個
人
や
チ
ー
ム
で
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
、
解
決
方
法
を
見
つ

け
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
工
業
人
に
求
め
ら

本
年
三
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
三
日
に
開
催
の
春
高
ボ
ー

リ
ン
グ
京
都
大
会
に
石
川
県
代

表
と
し
て
母
校
の
選
手
団
が

出
場
し
た
。（
玉
田
君
、
鎌
谷

君
、
池
田
君
、
高
地
君
の
四
名
）　

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
男
女
、

四
十
五
校
、
百
三
名
の
選
手
に

よ
り
個
人
戦
（
一
人
が
六
ゲ

ー
ム
）、
団
体
戦
（
一
チ
ー
ム

二
名
が
各
六
ゲ
ー
ム
）
を
投
げ
、

倒
し
た
ト
ー
タ
ル
ピ
ン
数
で
個

人
戦
、
団
体
戦
の
勝
敗
を
決
定

す
る
。
更
に
各
自
の
十
二
ゲ
ー

ム
の
ピ
ン
数
で
上
位
十
六
名
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
い
選
手
権

者
を
決
定
す
る
内
容
。

母
校
選
手
は
二
百
点
超
え
の

次
は
百
五
十
点
前
後
に
な
る
な

ど
好
不
調
の
波
が
大
き
く
成
績

は
振
る
わ
ず
残
念
な
結
果
と
な

っ
た
。
関
西
支
部
か
ら
は
須
谷

さ
ん
、
宮
下
さ
ん
、
黒
田
の
三

名
が
応
援
に
駆
け
付
け
た
。

れ
る
能
力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

本
校
の
学
習
と
部
活
動
の
両

輪
で
社
会
に
お
い
て
活
躍
で
き

る
工
業
人
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
生
の
皆

様
方
か
ら
の
ご
指
導
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
）金
子
教
頭
先
生
は
春
の
定

期
人
事
異
動
で
県
立
工
業
高
校

教
頭
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

大
先
輩･

中
出
良
太
さ
ん

テ
レ
ビ
出
演「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

第
二
十
二
回
全
国
高
等
学
校

ボ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
出
場

「テレビ大阪」の画像から転載


